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キャンプスタッフの実践活動  (晴天時)  
                            令和元年７月６日(土)～７月７日(日) 

                              キャンプ会場： 国立磐梯青少年交流の家 

キャンプ地への車両とスタッフ： 
園長の車…Ⓐ、自家用車･･･Ⓑ、ミニバン車･･･©、軽トラック…Ⓓ、Ⓔ 
バス１号車…Ⓕ、Ⓖ、Ⓗ、Ⓘ、ボランティア1名、園児24名（グループ①、②、③） 
バス2号車…Ⓙ、Ⓚ、Ⓛ、Ⓝ、ボランティア1名、園児25名（グループ④、⑤、⑥ 
自家用車…ボランティア（5台）  ＊ Ⓐ~ⓤ記号･･･職員21名、参加園児の父親ﾎﾞﾗﾝﾃィｱ 7名 

【第１日】  
時 間 事  項 (◎ プログラム ● 動き ○ 担当者：内 容) 準 備 物 ・ 備 考 

6：00～6：20 

 

◎ キャンプ最終打ち合わせ (職員室) 

○ 園長Ⓐ～ⓤ 職員スタッフ21名 

・スタッフ用の実践計画 

・筆記用具等 

6：20～ 

   6：30 

 

 

 

 

 

 

◎ 出発準備 

 ○ Ⓐ、Ⓕ：全体の統括をする。 

 ○ Ⓖ 、Ⓗ、Ⓘ、Ⓚ、Ⓛ、Ⓜ：受け入れ準備をする。 

・帽子、チーフ帯、チーフ止め、名札、グループ旗の確認（前日にグループ毎の袋詰め） 

 ○ Ⓠ、Ⓒ、Ⓝ：グループの支援をする。 ○ Ⓢ、Ⓣ：高台の駐車場の世話をする。 

 ○ Ⓟ：南側駐車場に待機する。（バス2台到着後、駐車場入口より南側に待機させる） 

・誘導のときは、危険予防のために車の後部周辺に行かぬように注意する。 

・ 園児の欠席等の連絡があれば、Ⓕは Ⓓに報告する。 

〇 Ⓔ：軽トラックで出発する。 

● 外部電話の早急な対応のために、園事務室の固定電話の子機を流動的に活用する。 

・帽子 ・チーフ帯・チーフ止め 

・名札 ・誘導着 ・携帯電話、 

・参加者名簿 ・グループの旗 

＜保育士リュック＞ 

 ・医薬品など（救急用具一覧

表） 

 ・園児の靴を入れる大きな袋 

＜バスの座席に積み込む用具＞ 

(１号車、2号車共に同じ用

具) 

 ・トイレ用のタオル(5) 

 ・ミルトン消毒(１)・ゴミ袋

(１) 

 ・濡れティッシュ(大1) 

 ・麦茶2ℓ(１) ・紙コップ(10) 

6：30～ 

    6:50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 園児受け入れ(ホール)、北門から登園する     ○ Ⓐ、Ⓕ：全体の統括をする。 

○ Ⓤ：一時保育のトイレ世話をする。○ Ⓑ：ドラゴン組の部屋のトイレ世話をする。 

 ○ Ⓙ：ホール入口にて登園した園児、保護者に一時保育とドラゴン組のトイレで必ず 

    排泄するように促す。 

 ○ Ⓟ：南側駐車場 (キャンプ場への先発者、出発式後の出発者の利用駐車場とする) 

 ○ Ⓢ、Ⓣ：高台の駐車場の交通整理をする。 

〇 Ⓕは:園児欠席、遅参等の連絡があれば、Ⓢ、Ⓣに連絡をする。 

 ○ Ⓡ：保育の準備と子機活用の担当とする。 

 ○ Ⓠ、Ⓒ、Ⓝ：グループの支援をする。 

● 園児の動向 

 ①登園したら保護者の世話で排泄させる。(一時保育トイレ、ドラゴン組トイレ利用) 

 ②所属グループにて、視診、受付をする。 ③リュックを下ろし身体の右脇に置く。 

 ④チーフ帯、チーフ止め、帽子、名札をつける。 

 ⑤グループの園児リーダーはグループ旗を持つ。  ・排泄促しの声かけをする。 

・リュックの中身の確認 (下から順に雨具、弁当、着替え、靴(長靴)、キャンプカード、

ティッシュとする） 

＜各グループ担当・園児・グループ識別色＞   

 

 

 

 

 

 ＜並び方＞ 

 ・各グループ毎に壁面を正面に座る。 

 ・グループチーフ(Ⓖ、Ⓗ、Ⓘ、Ⓚ、Ⓛ、Ⓜ)は、列の先頭に並び、他の保育士は園児の 

  後部につく。 

 

 

    食堂側                  エントランス側 

 

 

 

 

※保護者は持参のナイロン袋に

自分の靴を入れて持ち歩く。 
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壁 面 

保護者  

① 『きじ』担当Ⓖ ◎園児8人桃色 ②『かんがるー』担当Ⓗ ◎園児8人緑色 

③ 『うま』担当Ⓘ ◎園児8人水色 ④『にわとり』 担当Ⓚ ◎園児9人赤色 

⑤ 『うさぎ』担当Ⓛ◎園児8人黄色 ⑥『ごりら』    担当Ⓜ ◎園児8人紫色 

Ⓕは、①キャンプファイルを持つ。 
②次年度キャンプ申込書の所持。 
③高速料金を各車両毎に渡す。 
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6：50～ 

7：00 

 

◎ 人数の確認 

●  グループリーダーは、人数の確認後、グループチーフに報告する。 

・来てない園児がいたら、担任から連絡をする。 ・リーダーから旗を受ける。 

 〇 グループチーフ：Ⓕに人数の報告をする。  〇 Ⓕ：Ⓐに人数の報告をする。 

○ Ⓠ、Ⓤ：全グループの支援をする。 

 ○ Ⓣ：高台から戻り、南側駐車場前につき、Ⓟから引き継いで交通整理をする。 

 ○ Ⓢ：6:50迄に来ない車があれば、高台の駐車場整理をし、全員来たら保育園に戻 

り積み込む。  〇 Ⓕ：欠席等の連絡を受けて、Ⓣに連絡する。 

◎ 荷物の積み込み 

○ Ⓟ：荷物を積み込み易くバスの停車位置を伝え、その後に積み込む。 

(1号車は、農道入口にバスの積み込み口を合わせる) 

（2号車は、駐車場入口を塞がない所に、バスの先頭を合わせる） 

○ Ⓙ(チーフ)、Ⓒ、Ⓢ：エントランスの荷物（①②③グループ）をバス１号車に積む。 

○ Ⓑ(チーフ)、Ⓟ、Ⓝ：スタッフ部屋の荷物（④⑤⑥グループ）をバス２号車に積む。 

◎ 保育準備 (一時保育の部屋) 

  ○ Ⓡ：子機活用の担当とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・傘 

 

 

 

7：00～ 

7：10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 出発式 (ホール) 

○ Ⓐ：全体の統括をする。    ○ グループチーフ：グループの世話をする。  

○ Ⓕ：出発式前に、 ①安全面を考慮し、外での見送りはしない。 

②出発式後、保護者はホールの壁に沿って輪となり、ハイタッチで見送る。 

 ○ Ⓠ、Ⓤ：全グループの支援をする。  ○ Ⓣ：南側駐車場の交通整理をする。 

 ＜出発式次第＞ 

(1)はじめのことば 『令和元年度幼児実験キャンプ出発式をはじめます。』（Ⓕ) 

(2)歌「キャンプだホイ」(Ⓜ)    (3)責任者挨拶 (野営長（Ⓐ） 

(4)保護者ボランティア紹介（Ⓕ)   (5)園児たちの挨拶 （Ⓖ） 

(6)おわりのことば 『令和元年度幼児実験キャンプ出発式をおわります。』(Ⓕ) 

◎ 荷物積み込み 

○ Ⓙ(チーフ)、Ⓒ、Ⓢ：エントランスの荷物（①②③グループ）をバス１号車に積む。 

 ○ Ⓑ(チーフ)、Ⓟ、Ⓝ：スタッフ職員の部屋の荷物（④⑤⑥グループ）をバス２号車に積む。 

 ・7:10迄に終了する。Ⓟは、荷物の忘れがないかを確認する。 

・Ⓑ、Ⓒ、Ⓝ、Ⓢ、Ⓟは荷物積み込み後、各グループの支援をする。Ⓙはフリーとする。 

◎ 3,2,1,0歳児、学童保育の受け入れ      ○ Ⓡ：子機活用の担当者とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・傘 

 

 

 

 

7：10～ 

7：30 

 

◎ バスに移動する： 

● ①②、③④、⑤⑥の順に玄関で靴を履く。前のグループが靴を履き終える頃に、 

2グループは玄関へ向かう。 

 ● 玄関を出る前に保育園に向き、グループ毎に「行ってきます」の挨拶後にバスへ乗る。   

〇 ④、⑤、⑥：南側駐車場を通りバスに乗り込む 

○ グループチーフ：園児の移動をする。 

○ Ⓤ、Ⓢ：排泄したい園児は、一時保育のトイレを使用する。リュックを忘れずに、 

バス迄に責任をもって連れて行く。 

 ○ Ⓕ：園児全員が移動したことを確認し、①②③の最後尾につき、座席へ積み込む荷物

を持ち、１号車に移動する。 

○ Ⓙ、Ⓝ：④、⑤、⑥の最後尾につき座席へ積み込む荷物を持ち、2号車に移動する。 

 ○ Ⓐ、Ⓑ、Ⓒ、ボランティア（5名）：自家用車、ミニバンの出発を準備をする。 

 ○ Ⓣ：南側駐車場前の交通整理をする。 

 ○ Ⓠ：保護者はホールに留め、エントランスにて世話する。園児の移動後に忘れ物がな

いか声をかけて、解散を促す。 

◎ 保 育 

 ○ Ⓡ：子機活用の担当者とする。 

 

 ◎ バスに乗る 

●  1号車は、奥から①、②、③の順に乗車。2号車は奥から④、⑤、⑥の順に乗車する。 

● リュックは足元に置く。シートベルトを必ず着用し、チーフが確認する。 

・座席一覧表 

7：30 ◎ バス出発（バス運転手に、ややゆっくりと走行するように、ⒻとⒿが伝える。） 

 ○ グループチーフ：グループ毎に、Ⓕに人数の報告をする。 

 ○ Ⓕ：１号車園児(24名)、保育士（4名）､ボランティア（1名） 

2号車園児(25名)、保育士(5名)、ボランティア(1名)を確認してから、1号車の

運転手に出発の合図をする。 

 ○ Ⓐ、Ⓑ、Ⓒ：自家用車、ミニバンは出発をする。 

 ○ ボランティア(5名)：各自家用車でバスより先行して出発をする。 

※自家用車のボランティア

はバスより先行出発する。 

・バス用園児の世話と汚物処

理 
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7：50～ 

8：15 

 

◎ トイレ休憩(安達太良SA)   

・トイレ世話の保育士は、すぐにバスを降りる。 

・トイレに行く時は、１号車③～①グループの順に、2号車⑥～④グループの順に、 

1グループずつバスを降りる。前のグループがバスを降りたら次のグループが続く。 

 ・保育士がトイレに行く時は、グループの園児を排泄させバスの乗車後にする。 

・シートベルトの確認をする。  ・ⒻはⒹに連絡をし、進行状況を確認する。 

・各自の傘 

・安達太良SAの案内資料 

8：15～ 

9：00 

 

◎ ＳＡ出発、移 動 

○ グループチーフ：人数確認をして、グループ毎に、Ⓕに人数報告をする。 

○ Ⓕ：１号車園児(24名)、保育士(4名)、ボランティア(１名) 

2号車園児(25名)、保育士(5名)、ボランティア(１名)確認後、１号車の運転手に

出発合図をする。  

 ○ Ⓐ、Ⓑ、Ⓒ：自家用車、ミニバン出発する。 

 ○ ㋒～㋖(５)：各自家用車は園児がバスに乗車後、バスより先行出発する。 

 ○ Ⓓ、Ⓔ：キャンプ場にて設営作業する。 ・高速を降りたら、ⒻはⒹに連絡する。 

 

キャンプ

場到着後

～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 Ⓓ、Ⓔ： ① ブルーシートを玄関ホールに敷く。 

・玄関内の右奥に１枚。・外のスロープ前に１枚。(雨を避け、車往来の支障ない場所) 

② ラックに新聞紙、ゴミ袋をつける。  ・ラックを手前に出す。 

・新聞紙を敷き、養生テープで止める。その上に半分に切ったゴミ袋を敷き、養生テープ

で止める。 ・ラックを元に戻す。 

③ 靴箱マークを貼る。(6グループ、保育士、ボランティア(5名)) 

④ 園児の上履きをラックに並べる。袋はグループ毎に集め、Ⓓが管理する。 

⑤荷物置き用貼り紙,部屋番号の貼り紙をラックに貼る。 

＜ラックの例＞   

 

 

 

 

 

 

 

 

・各ラックとも、上の図を参考にして、同様に貼り紙を貼る。 

・園児の靴は、１つのラックに１グループとする。ラックの下側2段を使用する。 

＜本部用クリアケース＞ 

・グループの靴箱マークの紙 

・ブルーシート（2） 

 （軽トラ、バス１号車で1

枚 

  ミニバン、2号車で１枚) 

・新聞紙（17か所×3枚＋予

備）１段作るのに3枚使

う。 

・半分に切ったゴミ袋 ・ペ

ン 

・養生テープ ・裏紙 

○荷物置き用の貼り紙 

・和室1、2、3､4、5､6 

・第5研修室 

○部屋番号の貼り紙 

・113～116号室 

・講師棟3号室 

 

・会場施設案内資料 

9：00～ 

9：10 

 

◎ キャンプ地 到 着 

・1号車は施設の玄関前に停める、2号車は玄関横のスロープ前に停める。 

○ Ⓒ：ミニバンは､2号車の後方に停める。 

 ○ ボランティア(5名)、Ⓐ、Ⓑ、：自家用車は下の駐車場に停める。その後、自分の荷物

を玄関ホールのラックの部屋番号の場所に置く。 

○ Ⓐ、Ⓕ：事務室へ手続き、くま鈴を借りる。駐車場トイレの利用を確認する。 

 ○ Ⓙ、Ⓝ、ボランティア(2名)：園児より先にバスを降りる。 

○ グループチーフ：リュックを背負わせ，グループの園児をバスから降ろす。 

１号車③、2号車⑥が先にバスから降り、続いて１号車②、2号車⑤とバスから降りる。 

最後に１号車①、2号車④がバスから降りる。 

 Ⓓ、Ⓔ、Ⓑ：１号車、園児の荷物を玄関内右奥のブルーシートへ置く。     ☆最終確認：Ⓓ 

 Ⓙ、Ⓒ、Ⓝ：２号車、園児の荷物を降ろし､外のスロープ前のブルーシートへ。 ☆最終確認：Ⓙ  

 ・バスの荷物を降ろし終わった人は、ミニバンの荷物は、外のスロープ前のブルーシー 

トへ降ろす。Ⓒはミニバンと上の駐車場に駐車し、ミニバンの鍵を保管する。 

◎ 上履きに履き替える 

 ● 玄関ホールのラック前にて③⑥、②⑤、①④グループの順で2グループずつ上履きとな

る。  ・脱いだ靴は各グループのマークの所に置く。 

・ラック付近は狭いので、遅滞なく履き替えられるように、保育士が声をかける。 

○ Ⓐ、Ⓕ：事務室で手続きをする。  ○ グループチーフ：グループの世話をする。 

 ○ Ⓓ、Ⓔ：荷物を部屋毎に配分する。  園児のバッグにビニール袋が付いている時は

ビニール袋をはずし、まとめて集める。 

○ 他の保育士：上履きとなり、園児と一緒に移動する。 ・Ⓙが声をかける。 

＜ハイキングの必要品＞ 

●グループチーフの荷物 

・各グループの絵本(6) 

・虫めがね入れバック(6) 

 

●ペガサス、ドラゴン組用の 

クリアケース 

・虫めがね(6) 

 

 

 

・ガムテープ 

・スズランテープ 

・ハサミ 

・穴あけパンチ 

・透明テープ 

9：10～ 

9：20 

 

 

 

 

 

◎ 排泄、総合研修館 移動 

● ①②③グループは食堂脇トイレに移動し、排泄をする。その後総合研修館に移動。 

○ Ⓖ、Ⓞ、Ⓘ：グループを集め、トイレは使用させない。 

○ Ⓙ、ボランティア(2名)：トイレの世話をする。 

・グループ毎にリュックを背負わせ、総合研修館へ移動する。 

● ④、⑤、⑥グループは、和室5、6隣のトイレに移動して排泄をする。その後に総合

研修館へ移動する。 

 

・ハイキングのチェックポイ

ント準備用具 

きじ（ドラ）↴ 

きじ（ペガ）↴ 

←ドラゴン組の靴 

←ペガサス組の靴 

和室1､2に運ぶ荷物（園児の荷物、保育士の荷物）を置く。 

他団体が玄関にいる場合は、園

児の移動を臨機応変にする。 

和室1、2 
和室1、2 
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○ Ⓚ、Ⓛ、Ⓜ：グループを集め、トイレは使用させない。 

○ Ⓒ。ボランティア(2名)：トイレの世話をする。グループ毎にリュックを背負い総合

研修館に移動する。 

○ Ⓑ、Ⓝ、ボランティア(3名)：おやつとお茶を食堂で受け取る。  

○ Ⓐ、Ⓕ：手続き。預かりの鍵を、Ⓓに渡す。 

○ Ⓓ、Ⓔ：荷物を部屋毎へ、9：35迄に運ぶ。  

9：20～ 

9：40 

 

◎ 入所オリエンテーション （総合研修館） 

 ● グループ毎の縦列となり、リュックは自分の身体の右脇に置く。 

  ＜並び方＞              ＜グル―プ担当＞    

① Ⓖ                                                  

                  ② Ⓗ 

                Ⓗ ③ Ⓘ 

                  ④ Ⓚ  

⑤ Ⓛ 

                  ⑥ Ⓝ 

 

○ Ⓐ、Ⓕ：全体の統括をする。 

○ グループチーフ：グループの人数を確認して、Ⓕに報告する。 

・グループチーフは園児を整列後に座らせ、後ろにつく。園児の私語を注意する。 

○Ⓓ、Ⓔ：荷物を部屋ごとに配分する。 ○他のスタッフ：オリエンテーションに参加する。 

＜入所オリエンテーション> 

 (1)施設職員のお話              (2)講師の紹介  （Ⓐ）    

 (3)お父さんボランティアの紹介（各自で行う） (4)ハイキングへの導き 説明者 （Ⓖ）  

 〇 ハイキングに履く靴を決め、グループチーフと園児に伝える。 

 ・Ⓕは事前にハイキングコースの状況を、施設職員に確認して、Ⓖにハイキングに履く靴を決定する。 

○ Ⓙ、Ⓒ：ハイキング携行のお茶とおやつを配給する。 

・グループチーフ→園児の2 ℓ健康飲料１本 、保育士の500ｍℓお茶1本 

  おやつ (グループ毎の園児分)、リンゴジュース（グループ毎の園児とグループチーフ分） 

・講師、Ⓐ、Ⓕ、㋒、㋑、Ⓝの分→500mlのお茶と健康飲料を１本、リンゴジュース1パック。 

 

 

 

繰り上げ時間の際は、Ⓓから

裏方スタッフに伝える。 

 

9：40～ 

9：50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 着替え、ハイキング準備 （総合研修館） 

 ● 自分のリュックから長袖、長ズボン、靴(長靴)を出して着替え、名札を付け替える。着

ていた服はたたんでリュックに入れ、ハンカチを取り換える。 

 ・グループチーフはハイキングで不要の靴を前日に渡された袋に入れ、ハイキング出発時

に玄関ホールのラックに置く。靴と靴入れビニール袋の名前の有無を確認しない時は油

性ペンでビニールテープに書き、かかとにつける。 

 ☆ 靴でハイキングに行く場合 

(朝) 靴→長靴を袋ごと集め、チーフの袋に入れ、ラックに置いてある靴を履く。 

長靴→①リュックの中の靴を持ってラックに移動する 

    ②上履きを脱いで袋から靴を出して履き替える。 

     ③その袋をチーフに渡し、チーフの持つ大きな袋に、園児から預かりの靴袋に収納する。 

 ☆ 長靴でハイキングに行く場合 

(朝) 靴→①リュックの中の長靴を持って、ラックに移動する。 

     ②上履きを脱いで，袋から長靴に履き替える。 

     ③その袋はチーフに渡し、チーフの持つ大きな袋に、園児から預かりの靴袋に収納する。 

   長靴→靴を袋毎に集め、チーフの袋に入れる。ラックに置いてある長靴を履く。 

● 着替え後のグループから、ハイキングに出発する。 

 ・チーフ帯を付け、着帽し「○○グループ行ってきます」と挨拶をして出発する。 

・排泄に行きたい園児は、余裕あるボランティア(4人)が、食堂のトイレで世話をする。 

 ○ Ⓐ：全体の統括をする。 

 ○ Ⓕ：くま鈴、虫メガネをグループチーフ(6名)に渡す。また、くま鈴をⒶ、Ⓝ、ボラ

ンティア(2名)に渡す。 

 ○ Ⓙ、Ⓒ：グループチーフにお茶とおやつ、講師、保育士にお茶の配給をする。 

   各グループ → 園児2ℓ：健康飲料１本   保育士 → 500ml：お茶1本 

○ グループチーフ、Ⓝ、Ⓑ、ボランティア（全員）：着替えを手伝う。 

 ○ Ⓓ、Ⓔ：ラック置場の荷物を管理する。 

Ⓓは、部屋の鍵入り袋を、Ⓕから預かり保管する。部屋毎の鍵は開錠状態。和室以外の部

屋の鍵をその部屋宿泊者に渡し、翌日の清掃時迄に各自が管理する。 

 【部屋鍵の管理者】 

 Ⓓ：和室1、2、和室3、4、和室5、6、第5研修室  講師：講師棟3   Ⓐ：113号室 

Ⓓ：115号室(保育士)  ボランティア室代表：114号室(4名利用）  

ボランティア室代表：116号室（3名利用） 

・油性ペン 

・ビニールテープ 

１ 

き
じ 

２ 

か
ん
が
る
ー 

３ 

う
ま 

４ 

に
わ
と
り 

５ 

う
さ
ぎ 

６ 

ご
り
ら 

入口 

 

  

支 援 
・  Ⓐ 
・  Ⓕ 
・ ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

(2名)  

アレルギー園児にはハイキング行動中に注意呼びかけ
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9：50～ 

   11：20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◎ ハイキングスタート （後続のグループと間隔を空ける）  施設内コース 約１．５キロ 

 ○ ボランティア(1名)：ふれあい広場横のトイレの世話をする。 

 ○ ボランティア(1名)：駐車場脇のトイレの世話をする。 

・ハイキング中の使用可能トイレ…第2炊飯棟横のトイレ、第１営火場横のトイレ 

・ゴール前にふれあい広場横のトイレか駐車場脇のトイレで排泄を済ませて、11：20まで 

迄につどいの広場に戻る。 

○ Ⓐ、Ⓕ：ハイキング全体の統括をする。 講師：コースの巡回と営火場状態の掌握を

する。 
＜9:50～10:30＞ 

○ Ⓙ、ボランティア(1名)：和室1、2の部屋  

①園児の荷物と保育士の荷物を部屋毎に運ぶ。 

②シーツを取りに行き、部屋に運ぶ。(シーツ使用枚数→20枚、枕カバーなし) 

③部屋割りマークを部屋の内・外側に養生テープで貼る。(内側はグループマークと名前、

外側はグループマークのみとする) 

④シーツの枚数と部屋の準備完了を、Ⓓへ報告する。 

○ Ⓒ、ボランティア(1名)：和室3、4の部屋 

・和室1、2の部屋と①～④については、同様に行う。 

・荷物の運搬後、茶箪笥の表面はで覆う。養生テープを用いて段ボールで覆う。 

○ Ⓑ、ボランティア(1名)：和室5、6の部屋 

・和室1、2の部屋と①～④については、同様に行う。 

⑤ テーブルを部屋の隅に寄せ、テーブル角は、養生テープ使用で段ボールを貼る。 

○ ボランティア（3名）：上記の終了後は、食堂でお茶と健康飲料を受領して第5研修室

に運ぶ。          

〇 Ⓓ、Ⓔ、ボランティア（2名）：第5研修室：                   

 ①長机と椅子を部屋の山側奥に寄せる。テーブルは折りたたみ、重ね置きする。 

②床の空間に室内用ブルーシートを敷く．ゴミ等があれば、ブルーシートを敷く前に、ほ

うきで掃き、ゴミを除去する。 

③玄関ホールのラックから荷物を運ぶ。 

④ゴミ袋を分かりやすいところに置く。（可燃、ペットボトル、同キャップ） 

⑤体拭き用セットを各和室の入口の床の所に、バケツ、体拭きセットの袋、洗面器を置く。 

⑥使用済みタオルを入れる袋を置く。 

〇 Ⓓ、Ⓔ；研修室の準備後、和室1、2の隣、和室5、6隣のトイレに雑巾を各1枚置く。 

○ Ⓒ：グループチーフ（6名）分の健康飲料を保管する。 

○ Ⓓ、Ⓔ、Ⓙ、Ⓑ、Ⓒは、各自の飲料（500mlのお茶と健康飲料各1本）を受領する。  

＜10:30～終了次第、休息＞ 

○ Ⓙ：Ⓐ、講師が泊まる部屋（113号室、講師棟3の部屋に荷物を運ぶ。       

①シーツを取りに行く。(シーツ使用枚数→4枚、枕カバー→2枚 

②第5研修室にお茶と健康飲料を自分の分を取りに行く。 

③シーツの枚数とハンガーの数と部屋の準備終了を、Ⓓに報告する。 

○ Ⓑ：保育士が泊まる部屋（115号室）に荷物を運ぶ。 

①シーツを取りに行く。(シーツ使用枚数→10枚、枕カバー→5枚) 

 ②第5研修室にお茶と健康飲料を自分の分を取りに行く。 

③シーツの枚数とハンガーの個数と部屋の準備終了を、Ⓓに報告する。 

④朝バッグにビニール袋をつけてきた場合、部屋の準備が終わり次第、荷物のビニール袋

を軽トラックに置く。  

○ ボランティア(3名)：ボランティアが泊まる部屋（114号室、116号室）       

①各部屋に荷物を運ぶ。  

②シーツを取りに行く。(シーツ使用枚数→14枚、枕カバー→7枚) 

③第5研修室にボランティア5名分のお茶と健康飲料各１本を取りに行く。 

  (ボランティア2人分のお茶と健康飲料は配布済み） 

④シーツの枚数とハンガーの個数と部屋の準備終了を、Ⓓに報告する。 

○ Ⓓ、Ⓔ、Ⓒ、ボランティア（2名）：グループチーフが集めた園児の靴を、玄関ホー 

ルのラックの貼り紙を見て並べる。 （11：40迄に終了する。） 

☆靴をハイキングで使用した場合 

・ラックには上履きと長靴が残して並べる。   手前→上履き 

☆長靴をハイキングで使用した場合      奥 →長靴か靴 

・ラックには、上履きと靴が残るように並べる。 

・園児の靴が入っていた袋は、上履きの袋とペアで１人分にする。汚れ防止のため、上履き

袋の中に外履き用の袋を入れ、それをグループ毎にまとめて、Ⓓに渡す。 

・靴のかかとに名前記入がない場合は、ビニールテープに名前を書き、かかと部分に貼る。 

・Ⓙ、Ⓑ、ボランティア（3名）：上記役割の終了後、靴を並べる。 

・2日間の飲料水は、お茶と健康飲料の各1本。・役割の終了後、部屋や第5研修室で休憩す

る。 

・デジカメ 

・スタッフ用ハイキング計画

書 

＊ハイキング中の有害動植

物に 

安全管理と対応に留意する。 

 

 

 

 

＜和室1、2の部屋＞ 

・グループマークと名前の紙 

・グループマークの紙 

・セロハンテープ 

 

 

＜和室3、4の部屋＞ 

・和室1，2と同じ用具に追

加して 

・段ボール 

・養生テープ 

 

 

＜和室5、6の部屋＞ 

・和室3、4と同じ用具 

 

 

 

 

 

 

・飲料等配給表 

 

 

＜第5研修室＞ 

・室内用ブルーシート 

 (わくわく用、大１枚) 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・油性ペン 

・ガムテープ 

・ビニールテープ 

・名前が記入されている紙 
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11：20～ 

   11：40 

 

◎ 集 合、人数の確認 (つどいの広場)  

 ● 11：20迄に全グループ活動を終了し、つどいの広場に集合する。 

○  Ⓐ：全体の統括をする。 

○ グループチーフ：グループの人数を確認し、Ⓕに報告をする。 

 ○ Ⓕ：グループチーフから人数報告を受け、11:20迄に集合できないグループがあれば、 

グループチーフに連絡する。 

 ○ ボランティア（2名）：トイレの世話から戻り、つどいの広場に集まる。 

〇 Ⓖは、ハイキングの完了を見届ける。 

○ Ⓓ、Ⓔ、ボランティア（5名）：引き続き、玄関ホールのラックに園児の靴を並べる。  

 ○ Ⓙ、Ⓑ、Ⓒ：わんぱく広場の端に外用ブルーシートを敷く。(外用ブルーシート、雑巾、

バケツ、ゴミ袋の準備)。強風の時は保育士のリュックで、ブルーシートを押さえる。 玄

関前の水道に手洗い石鹸を準備する。 

・外用ブルーシート（2） 

・床用雑巾 

・バケツ 

・ゴミ袋 

・石鹸 

11：40～ 

   12：00 

 

◎ 手洗い、昼食準備(着替え、排 泄 

 ● 玄関前の水道で手を洗う。 

 ● わんぱく広場に行き、グループ毎に消毒し、昼食準備をする。 

 ○ グループチーフ：手洗い、昼食準備、園児の手指の消毒をする。 

 ○ Ⓓ、Ⓝ：衣服が特に汚れた園児は、第５研修室で着替える。 

  ・施設内を他団体使用のため、園児を静かに移動させる。 

①玄関ホールのラックで上履きにする。  ② 第5研修室で着替える。 

③リュックの半袖、半ズボンに着替える。名札を付け替え汚れた服はナイロン袋に入れる。 

④排泄したい園児には、和室5、6隣のトイレを利用する。 

⑤玄関ホールのラックで、靴に履き替える。 

⑥玄関脇の水道で手を洗い、つどいの広場に戻り、昼食準備。各グループから離れた園児

を把握して、人数の確認をする。 

 ○ Ⓒ：排泄したい園児を、事務室隣り、和室5、6隣のトイレを利用する。その後玄関 

   前の水道で手を洗い、わんぱく広場に戻り昼食準備をする。 

 ○ Ⓔ、ボランティア（全員）、食堂からわんぱく広場に運ぶ。 

 ○  Ⓙ、Ⓕ：Ⓖ（きじ）、Ⓙ(うま)のグループを補助する。担任は園児の常用薬を飲ませる。 

 ○ Ⓐ：全体の総括をする。  ○ Ⓑ：フリーにて支援をする。 

・石鹸 

・消毒液 

 

12：00～ 

   12：45 

 

◎ 昼 食（わんぱく広場）  

 ●リュックから弁当を出し、挨拶後に食べ始める。 

  ・園児の常用薬は、クラス担任が飲ませる。 

  ・スタッフは自分の弁当を確保する。 

○ グループチーフ：園児の世話をして昼食をする。 

 ○ Ⓙ、Ⓒ、Ⓝ：空き場所に座り昼食をとり、その後園児の体拭き用セットの準備をする。 

＜体拭きセットの準備＞ 

①洗面器でバケツの半分位に水を入れる。 

②各和室にバケツを運び、バケツは入り口の床面に置き、そこでタオルを絞る。 

③大きな袋から園児のタオルが入った袋の１人分を出す。 

④袋からタオルを取り出し、名前の有無を確認して、バケツでタオルを絞る。 

⑤園児のタオルが入っていた袋の上に、絞ったタオルを園児の名前が見えるように置く。（袋

とタオルの名前が同じかを確認する） 

⑥ ③～⑤をグループの人数分を繰り返す。 

・１人分ずつ丁寧に行う。タオルをまとめて絞らない。 

〇 Ⓑ：昼食をとる。食事中に排泄をしたい園児を、駐車場脇のトイレへ世話をする。 

○ 他のスタッフ： シート敷きの空間にて食事する。 

 ・スタッフ用弁当のゴミと食べ残しやおやつのゴミ、紙コップは、Ⓟに渡す。 

〇 グループチーフ(園児弁当の片付け)： ①ビニール袋に食事の残物を入れる。 

②ゴミ袋に空きの弁当容器と飲み物のパックを入れ、保冷材は捨てる。 

・ビニール袋には、食べ残した生ゴミのみ入れる。 

 ・リュックの中に、おにぎり、サンドイッチ等が入ってないかを確認する。 

 ○ Ⓓ、Ⓔ：チーフが分別の集めたゴミを点検して回収する。 

○ Ⓕ：スタッフ用弁当のゴミ回収をする。 

 

・ゴミ袋 

 

 

 

 

・体拭き用バケツ 

・和室毎に園児のタオルが入

った袋（1袋） 

・洗面器 

・床用雑巾(1枚) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生ゴミ用ビニール袋 

・容器、パック用袋（ゴミ袋） 
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12：45～ 

   12：55 

◎ ごちそうさま、移 動 

 ● 自分のリュックを持ち、グループ毎に各部屋へ移動する。玄関ホールのラックで上履き

に替える。 

○ Ⓖ、Ⓞ、Ⓐ：和室1、2に移動する。  Ⓚ、Ⓘ、Ⓑ：和室3、4に移動する。 

○ Ⓛ、Ⓜ、Ⓕ：和室5、6に移動する。 

○ ボランティア（2名）男子トイレの世話をする。（和室1～4隣のトイ利用） 

○ ボランティア（2名）男子トイレの世話をする。（和室5～6隣トイレ利用） 

○ Ⓝ（和室1、2）、Ⓙ(和室3、4)、Ⓒ（和室5、6）：各和室で待機する。 

 ○ Ⓓ、ボランティア（2名）：   

① 玄関脇の水道から石鹸を回収し、ブルーシートを拭いてたたみ、第5研修室にブル－ 

シート、 雑巾、バケツ、余ったゴミ袋等を運ぶ。 

②スタッフ用弁当のゴミを、ゴミ捨て場に置く。番重を食堂に返却する。 

○ Ⓔ、ボランティア（1名）：ゴミを軽トラックに運ぶ。 

・生ゴミ→ ポリバケツに入れ、堅く蓋をする。 ・その他のゴミ→ 袋の口を堅く縛る。 

 

12：55～ 

   13：20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 排 泄、着替え 

・リュックを片付け、帽子をとる。 ・排泄には全員揃って移動する。 

 ● ①②グループ 

   ①排泄の世話をする。（和室3、4隣のトイレ）  

男子トイレ：ボランティア（2名）、  女子トイレ：Ⓖ、Ⓞ、Ⓝ、Ⓐ 

   ②着替えを手伝う。：Ⓖ、Ⓞ、 体拭きの世話をする：Ⓝ、Ⓐ 

 ● ③④グループ        

  ①排泄の世話をする。（和室3、4隣のトイレ） 

 男子トイレ：ボランティア（2名）、  女子トイレ：Ⓚ、Ⓘ、Ⓑ、 

  ②着替えを手伝う。：Ⓚ、Ⓘ、 体拭きの世話をする。：Ⓙ、Ⓑ、 

 ● ⑤⑥グループ 

  ① 排泄の世話をする（和室5、6隣のトイレ）  

男子トイレ：ボランティア（2名）、  女子トイレ：Ⓛ、Ⓜ、Ⓕ、 

  ②着替えを手伝う。：Ⓛ、Ⓜ、 体拭きの世話をする。：Ⓒ、Ⓕ、 

・ボランティア（全員）：排泄、昼食片付け後、14:00の打ち合わせ（第5研修室）迄に各

部屋で休憩する。 

・体拭き用バケツを世話したスタッフは、体拭き終了後に体拭きセットを片付け、汚水は

トイレの洗面所に流す。 

◎ 排 泄、着替え 

● ①パジャマに着替える。 

  ②名札を集め、グループ毎に帽子、チーフ、チーフ止めを集める。 

  ③パジャマ用の袋を出す。パンツ以外の服を脱ぎ、たたんで汚れ物の袋に入れる。 

    ・パンツが汗等で濡れていたら汚れ物の袋に入れ、新しい物をバックから出して履

き替える。  

④体拭き担当者の所へ行き、事前に揉み出しておいた各園児のタオルで顔、体、足の

順に拭く。 

⑤タオルは、体拭き担当者が袋に入れて園児に渡してパジャマを着る。      

⑥パジャマ用の袋には、記章後に着る服(半袖、長ズボン、下着、靴下、ハンカチ) を

入れる。着ていた服は汚れ物の袋に入れる。 

   ⑦おねしょマットを出し、て、グループチーフに渡す。 

・濡れタオルと汚れ物入れの袋を分けて入れる。 

 

・体拭き用バケツ 

・床用雑巾 

 

 

・ハイキングのチェックポイ

ント用具の回収 

◎ グループ毎に「お集まり」、布団準備 

 ● グループのリーダーは、チーフと一緒に布団の準備。他の園児は「お集まり」行う。 

 ○ Ⓖ、Ⓘ、Ⓜ： ①グループのリーダーと一緒に布団を敷く。（各部屋5枚ずつ） 

          ②シーツをつける。  ③個人のおねしょマット。 

          ④布団を敷いたら、園児の荷物は部屋の隅に並べる。 

 ○ Ⓞ、Ⓚ、Ⓛ：部屋の隅で「お集まり」をする。(手遊び、絵本読み) 

 ○ Ⓐ、Ⓕ：全体の統括をする。   ○ Ⓙ、Ⓒ、Ⓝ：バケツを片付ける。 

 ○ Ⓕ：各部屋にリボンと荷札、グループチーフ6人に500mlの健康飲料各1本を配る。 

 

 

・絵本 

13：20～ 

   15：20 

＊2時間 

◎ 午 睡 

 ● 各グループ毎に「お休みなさい」の挨拶をする。 

 ・保育士も体を横になり休める。 

 ・キャンプファイヤーの実施会場を、13:30迄に決める。 
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14：00～ 

   14：20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14：20～ 

   14：30 

◎ 次の日の掃除場所の確認 (第５研修室集合) 

○ Ⓐ、Ⓕ、Ⓙ、Ⓓ、Ⓔ、Ⓒ、Ⓑ、Ⓝ、ボランティア（全員） 

：明日の掃除場所を認識し、指示者は担当者と一緒に掃除場所を確認する。 

担当者 掃除場所 掃除用具置き場 指示者 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ担当 114、116号室ボランティア全員 廊下の掃除用具 Ⓓ 

Ⓒ 115号室 (保育士) 廊下の掃除用具  

Ⓙ 和室1、2 スロープ角隅  

Ⓝ 和室3、4 スロープ角隅  

Ⓑ 和室5、6 喫茶室売店付近  

Ⓕ 宿泊棟１階東側洗面所(112隣) 洗面所内  

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ担当 第2、3研修室 研修室内 Ⓑ 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ担当 宿泊棟1階西側洗面所(113隣)          

(114隣) 

洗面所内 Ⓓ 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ担当 第6研修室 研修室内 Ⓒ 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ担当 本館2階講堂前廊下 講堂前 Ⓙ 

○ Ⓔ、ボランティア（2名）：明日の輸送計画の打ち合わせ 

・終了後、キャンプファイヤー打ち合わせのため、営火場への移動を素早くする。 

○ Ⓖ、Ⓗ：和室1、2の午睡の世話をする。 

○ Ⓚ、Ⓘ：和室3、4の午睡の世話をする。 

○ Ⓛ、Ⓜ：和室5、6の午睡の世話をする。 

◎ 移 動 

○ ボランティア(全員)：営火に使用する荷物を運び、移動する。 ・Ⓑは声をかける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・第2日輸送計画表 

14：30～ 

   14：50 

 

 

 

 

14：50～ 

   15：00 

◎ キャンプファイヤーの打ち合わせ  （営火場） 

○ Ⓑ(チーフ)、ボランティア(全員)、講師、Ⓐ、Ⓕ、Ⓖ、Ⓘ、Ⓜ、Ⓞ：営火場の下見。 

 ・ラウンドテーブルがあるので、第5研修室への移動は素早くする。 

・Ⓑ、ボランティア(全員)、講師は15：10迄に営火の準備、出し物の練習などをする。

15:20の役割迄には施設に戻る。 ○ Ⓒ：ハイキング写真の現像15：45迄に戻る。 

○ Ⓙ、Ⓝ：和室1、2の午睡の世話をする。○ Ⓔ、Ⓚ：和室3、4の午睡の世話をする。    

○ Ⓓ、Ⓛ：和室5、6の午睡の世話をする。 

◎ 移 動 

 

・キャンプファイヤーの実施

計画書 

・スタッフの役割分担 

 

15：00～ 

15：20 

◎ ラウンドテーブル (第５研修室) 

 ○ Ⓐ、Ⓕ、Ⓙ、Ⓖ、Ⓘ、Ⓜ、Ⓓ 

・これまでの園児の状況、反省、問題点など。・これからのプログラムについて確認する。 

 ・キャンプスタッフ仕事の確認をする。 

 ○ Ⓞ、Ⓝ：和室1、2の園児のリュックに荷札とリボンをつける。 

 ○ Ⓚ、Ⓔ：和室3、4の園児のリュックに荷札とリボンをつける。 

○ Ⓛ、Ⓒ：和室5、6の園児のリュックに荷札とリボンをつける。 

・Ⓒの写真現像が上記の時間迄にできない時は、Ⓙは和室5、6の世話をする。 

 

・キャンプスタッフの役割確

認 

 

 

・荷札、リボン 

15：20～ 
  15：45 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎ 目覚め、排泄、着替え、手洗い、移動。 
● ①②グループ 
①排泄の世話をする (和室3、4隣のトイレ) 
男子トイレ：ボランティア（2名）   女子トイレ：Ⓖ、Ⓞ、Ⓝ 
②着替えを手伝う。：Ⓖ、Ⓞ、Ⓝ  ③手洗いの世話をする。(第6研修室近くの洗面所)   
④第5研修室に移動する。 

● ③④グループ 
①排泄(和室3,4隣のトイレ)  
男子トイレ：ボランティア（2名）   女子トイレ：Ⓚ、Ⓘ、Ⓙ 

②着替えを手伝う：Ⓚ、Ⓘ、Ⓙ  ③第5研修室に移動する。 
● ⑤⑥グループ  
①排泄、手洗い(和室5,6隣のトイレ)  ・排泄は全員が揃ってから移動する。 
男子トイレ：ボランティア(2名)     女子トイレ：Ⓛ、Ⓜ、Ⓒ 
②着替えを手伝う：Ⓛ、Ⓜ、Ⓒ     ③第５研修室に移動する。 

● 着替え 
 ①個人のおねしょマットをたたみ、グループ毎に集める。 
  ・汚れた場合は洗濯して乾燥する。（グループチーフは、Ⓕに申し出る。） 
②自分の寝た周辺の布団を､2つ折りにする。ドラゴン組の園児が､2人1組になって布団 
を押し入れに収める。 

③パジャマの袋から、半袖、長ズボンを出して着替える。着ていたパジャマは袋に入れる。 
④新しい下着とパンツをバッグから出して、パジャマの袋に入れる。 
⑤名札をつけ、帽子を被る。 

〇 Ⓓ、ボランティア(3名)：15：30に売店へおやつと夜食のパンも受け取る。 
○ Ⓐ、Ⓕ：全体を統括する。 
○ ボランティア(全員)：園児の排泄の世話をする。第5研修室でおやつを園児と食べる。  
○ Ⓑ、Ⓔ：フリーで支援をする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ゴミ袋 

Ⓞ、Ⓚ、Ⓛ は、担当グループの園児の現況を 
同じ部屋の4、5歳の保育士に伝える。 
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15：45～ 

   16：00 

 

◎ おやつ （第５研修室） 

 ○ グループチーフ：園児の手を消毒をする。 

● グループ毎に座り、グループチーフがおやつを配り、「いただきます」をして食べて、

水分補給もする。 

○ ボランティア(全員)：園児とおやつを食べる。 

○ 他の保育士：園児とおやつを食べる。（各保育士は夜食用パンを確保しておき、夜の空

腹時に、第5研修室で食べる）       

・食べ残したアイス氷菓は水道に流し、ゴミはゴミ袋に入れる。 〇 Ⓝ：ゴミ収集をする。 

・消毒液 

・おやつ 

16：00～ 

   16：30 

 

◎ グループ毎に活動  (第5研修室) 

○ グループチーフ：グループの世話をする。 

○ Ⓐ、Ⓕ：全体の統括をする。 

 ○ Ⓓ、Ⓔ：園児の活動状況を見て、16:30までに各部屋を点検する。 

 ○ Ⓙ、Ⓝ：おやつのゴミはゴミ捨て場に運ぶ。 

○ Ⓒ、Ⓑ：フリーで支援する。（排泄、諸活動の手伝いなど） 

 ○ ボランティア(全員)：おやつ後、各宿泊の部屋でボランティアの出し物の打合せ等を

し、16:55迄につどいの広場に移動する。 

＜活動に必要な物＞ 

・スティックのり(6) 

・えんぴつ(6) 

・シール 

・新聞紙(6日分) 

・マーカー(6セット) 

・ハサミ(6) 

・消しゴム(6) 

16：30～ 

   16：55 

 
※ 移動を考慮 

◎ 排泄、移動 (園児は帽子、保育士はベレー帽を被る) 

 ● ドラゴン組： Ⓖ、Ⓗ、Ⓝ 

 排泄(和室3,4隣の女子トイレ) 女子トイレ： Ⓗ、Ⓝ   〇 Ⓖ：園児を集める。 

● ペガサス組：Ⓘ、Ⓜ、Ⓒ 

 排泄(和室5,6隣の女子トイレ) 女子トイレ：Ⓜ、Ⓒ    〇 Ⓘ：園児を集める。  

〇 Ⓗ、Ⓝ)、Ⓜ、Ⓒ)：キャンプファイヤーの衣装と上着を持ち移動する。 

 ● 排泄後、つどいの広場に移動する。玄関ホールのラックで靴に履き替える。 

○ Ⓙ、Ⓛ、Ⓚ： 

外用ブルーシート、手洗い石鹸、ゴミ袋、バケツ、雑巾、ペーパータオルを持ち、 

つどいの広場に移動する。つどいの広場脇の地上に置く。  

 ○ Ⓐ：施設の代表者会議に出席する。 ○ Ⓕ：全体の統括をする。 

 ● 広場に着いたら、クラス毎2列縦隊に並ぶ。 〇 クラス担任：園児の前に立つ。 

○ 他の保育士、ボランティア(全員)：16:55迄に園児の後ろに並ぶ。 

＜ドラゴン組＞ 

・バンダナ 

・双眼鏡 

・長袖 

＜ペガサス組＞ 

・装飾の衣装 

・長袖 

 

・外用ブルーシート（大2） 

・石鹸  ・ゴミ袋 

・バケツ ・床用雑巾 

・ペーパータオル 

17：00～ 

   17：30 

◎ 夕べのつどい (つどいの広場) 

 ・施設職員の指示により行動する。 ・保育士、ボランティア全員が参加する。 

 

17：30～ 

   17：40 

 

◎ 手洗い (玄関わきの水道)、夕食準備 

● クラス毎に手洗いをし、つどいの広場に戻り夕食準備をする。（玄関前の水道利用） 

 ○ Ⓖ、Ⓗ、Ⓘ、Ⓜ：手洗い後、つどいの広場でクラス毎に園児を座らせ、手の消毒、 

夕食準備をする。   

○ Ⓒ：手洗い石鹸、ペーパータオル、ゴミ袋を水道の所に運び、手洗いを手伝う。 

全員が終了したら、夕食場所に手洗い石鹸、ペーパータオル、ゴミ袋を運ぶ。 

手洗い終了後、駐車場へ移動する。 

○ Ⓙ、Ⓝ：排泄したい園児を、事務室脇トイレへ世話する。 

○ Ⓑ、ボランティア(全員)： 食堂で夕食弁当とジュースを受け取る。 

 ☆ つどいの広場に弁当を運搬した後、弁当とジュース9組を持って第１営火場に行 

き、準備をする。 Ⓑは、ゴミ袋、デッキを運ぶ。 

○ Ⓚ、Ⓛ：座席の位置に、外用ブルーシートを敷く。 

○ Ⓙ、Ⓕ：Ⓖ(きじ)、Ⓘ(うま)グループの補助につく。 

○ Ⓓ、Ⓔ：17：30に駐車場世話をし営火時に夕食をする。 ○ Ⓐ：全体の統括をする。  

・石鹸 

・ペーパータオル 

・ゴミ袋 

・消毒液 

・給食計画表（含む、明日朝

食の食堂配置表） 

 

 

＜営火の準備＞ 

・弁当、ジュース（各９個） 

・チャッカマン 

・デッキ 

・ゴミ袋 

17：40～ 

   18：20 

 

 

 

 

※17：50～ 

18：20 

キャンプファ

イヤー見学の

保護者到着 

◎  夕食 (つどいの広場) 

 ● クラス毎に座り、夕食弁当を食べる。  ・園児の常用薬はクラス担任が飲ませる。 

 ○ Ⓑ、ボランティア(全員)、講師：第１営火場で食べる。 

  ・食べたゴミはまとめて、営火場そばのベンチに置く。 

○ Ⓙ、Ⓒ、Ⓝ：駐車場に移動し、Ⓔ（誘導・名簿のチェック）、Ⓓは駐車場入り口から

の指示で行動する。夕食は営火時に食べる。 

  ≪Ⓙ：通路の分岐点、Ⓝ：営火場入り口、Ⓒ：駐車場の誘導案内》  

○ Ⓐ、Ⓕ、Ⓛ、Ⓚ：園児と一緒に夕食をする。  

○ Ⓗ：園児と一緒に夕食をする。食事中に排泄したい園児を人数に応じて(3、4人位ず 

つ)事務室隣のトイレ、多い時には和室5、6隣のトイレを利用する。 

・Ⓕは、駐車場係分の弁当、ジュース5組を保管し、移動時に第１営火場に運ぶ。 

・ゴミ袋 

 

 

 

 

 

・名簿 

・誘導棒 

18：20～ 

   18：45 

 

 

 

 

 

 

◎ 着替え、移動、排泄  (Ⓖ、Ⓘ、Ⓜ：営火時の小道具と上着を持つ) 

● つどいの広場でクラス毎にスタンツ衣装に着替える。(寒い時には上着で覆う) 

● クラス毎に並び、移動し、排泄を済ませる 

  第2炊飯棟横のトイレ  ・女子：Ⓕ、Ⓜ   ・排泄後の園児を集める：Ⓖ、Ⓘ 

 ○ Ⓐ：全体の統括をする。 ○ Ⓑ：音響点検、ビデオ準備  

 Ⓗ：「鬼のパンツ」の準備をする。 

・上記の時間で夕食ができない場合は自分の弁当とジュースを持って営火場に移動して、

出し物「鬼のパンツ」後に、営火場で夕食をとる。  

＜キャンプファイヤー用具

＞ 

・拡声装置デッキ 

・ビデオ 

・デジカメ 

・救急用品 
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18:20～ 

   19:30 

 

○ Ⓛ、Ⓚ： ①外用ブルーシートを雑巾で拭いてたたむ。 

 ②弁当のゴミをゴミ捨て場に運ぶ。番重は食堂へ返す。 

③ブルーシート、手洗い石鹸、ペーパータオル、ゴミ袋を第5研修室に運びバケツと雑巾 

は第5研修室へ運ぶ。 

 ④第5研修室のブルーシートを雑巾で拭いてたたむ。床面を掃き、掃除用ワイパーで拭く。 

テーブルと椅子は、元の状態に戻す。                       

 ⑤第5研修室で待機し、19：30に玄関へ移動し、園児と合流する。余裕の時間があれば、 

 キャンプファイヤーを見る。      

18：45～  

19：30 

 

◎ キャンプファイヤー  （第１営火場） 

★ 営火の開始前に、上着が不要の場合は、Ⓜが回収し、Ⓑに渡す。 

★ 小道具は、各クラスのスタンツ終了後に、Ⓜが回収し、Ⓑに渡す。 

○ Ⓓ、Ⓔ、Ⓙ、Ⓒ、Ⓝ： 18：50から第１営火場そばのベンチで弁当を食べる。 

〇 Ⓝ(和室，2)、Ⓙ(和室3、4) 、Ⓒ(和室5、6)：ボランティアの出し物がスタート 

したら移動し、園児の部屋にバケツと体拭きタオルを準備する。終了後、各和室でタオル

を絞っておいて待機する。（お昼寝の前と同様にする） 

○ Ⓓ、Ⓔ：キャンプファイヤーの夜話の前に、弁当のゴミ（キャンプファイヤー・駐車

場担当者分）はゴミ捨て場に捨て、駐車場の整理をする。 

・キャンプファイヤーの運営

資料 

19：30～ 

   20：00 

 

◎ 移 動 (流れ良くし、園児を泣かせないように行動する。) 

● クラス毎に並んで、移動する。 

○ Ⓖの指示で軽ドラックが先導し、Ⓘが誘導してペガサス組、続いてドラゴン組と、 

各グループの最後尾をⓂ、Ⓐ、Ⓓ、Ⓕは、夜道を懐中電灯で足元を照らして、園児と一緒

に移動する。  

● 玄関前でグループ毎に分かれる。 ○ Ⓖ、Ⓗ、Ⓐ：和室1、2へ移動する。 

○ Ⓚ、Ⓘ：和室3、4へ移動する。  ○ Ⓛ、Ⓜ、Ⓕ：和室5、6へ移動する。 

● 玄関ホールのラックで上履きに履き替える。 

 ・玄関ホールで最初①③⑤グループが靴を替え、続いて②④⑥グループが履き替える。 

〇 Ⓝ(和室1、2)、Ⓙ(和室3、4) 、Ⓒ(和室5、6)：各和室でタオルを絞って待機する。 

  （お昼寝前と同様にする）  

〇  Ⓑ、ボランティア(全員)：営火の片付け(使用物を軽トラックに積み、部屋に戻る。 

Ⓑは：デッキとチャッカマンを、第5研修室へ運ぶ。 

・営火時に使用したクラスの小道具と上着（未使用の場合）を忘れずに積む。 

○ Ⓓ、Ⓔ：駐車場の交通誘導をする。 

・体拭きのバケツ 

・洗面器  

・グループの園児のタオル 

 （2グループ分１袋ずつ） 

・床用雑巾(１枚) 

20：00～ 

   20：30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 就寝準備   ・ 排泄、歯磨きは、全員揃ってする。 

 ● ①、②グループ 

  ①排泄の世話をする(和室3,4隣のトイレ)  女子トイレ：Ⓖ、Ⓗ、Ⓝ 

  ②歯磨きをする(第６研修室近くの洗面所)：Ⓖ、Ⓞ、Ⓝ 

  ③着替えを手伝う：Ⓖ、Ⓗ   体拭きの世話をする：Ⓝ、Ⓐ 

 ● ③、④グループ 

  ①歯磨きをする(第6研修室近くの洗面所)：Ⓚ、Ⓘ、Ⓙ 

  ②)排泄の世話をする(和室3、４隣のトイレ)  女子トイレ：Ⓚ、Ⓘ、Ⓙ 

  ③着替えを手伝う：Ⓚ、Ⓘ   体拭きの世話する：Ⓙ 

  ● ⑤、⑥グループ  

①着替えを手伝う：Ⓛ、Ⓜ   体拭きの世話をする：Ⓒ、Ⓝ 

  ②排泄の世話をする(和室5，6隣のトイレ)  女子トイレ：Ⓛ、Ⓜ、Ⓒ 

  ③歯磨きをする(第6研修室近くの洗面所)：Ⓛ、Ⓜ、Ⓒ 

・歯磨きの修了後、スポーツバッグにコップを入れる。 

・体拭き用バケツを用意したスタッフは、体拭き終了後に体拭きセットを片付ける。 

汚水はトイレの洗面所に流す。 

● パジャマに着替える。                          

 ①名札と帽子を外して集める。   ②パジャマの袋をバックから出す。 

 ③全て脱いで、汚れ物の袋に入れる。（営火時に使用した衣装類） 

☆ドラゴン組→着ている服は汚れ物、バンダナ等はキャンプバッグに入れる。 

☆ペガサス組→着ている服は汚れ物、バンダナ等はキャンプバッグに入れる。 

〇 体拭き担当のところに行く。 

①体拭き担当が事前に絞っておいた各園児のタオルで、園児の顔、体、足の順に拭く。  

②タオルは体拭き担当が濡れタオル入れの袋に入れて園児に渡す。 

③新しい下着、パンツ、パジャマに着替える。 

 ④パジャマの袋に明日着る服(園児用Tシャツ、半ズボン、靴下、ハンカチ)を収納する。  

○ Ⓐ、Ⓕ、ボランティア(全員)： ゲストナイトの準備をする。 

・ボランティア(全員)は20:00頃、売店から飲み物等とクーラーボックスをビューラウン

ジに運ぶ。     

○ Ⓓ、Ⓔ：駐車場の交通誘導をする。終了次第、軽トラに乗って玄関に戻る。 

○ Ⓙ、Ⓒ、Ⓝ、Ⓑ：上記の各仕事が終了後、不要な荷物のみ玄関の軽トラックに運ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ゲストナイトの準備＞ 

・クーラーボックス 

 

各和室で体拭きが終わったら、和室

3、4室の体拭きへ行く。 
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 ◎ 「お集まり」 (各グループ毎)、布団準備 

 ● グループのリーダーは、保育士と一緒に布団の準備。他の園児は「お集まり」を行う。

布団敷き後、グループ毎にご褒美シールを貼る。 

 ○ Ⓖ、Ⓘ、Ⓜ： ①グループのリーダーと一緒に布団各部屋5枚ずつを敷く。 

  ②個人のおねしょマットをつける。 ③布団敷き後、園児の荷物を部屋の隅に並べる。 

 ○ Ⓗ、Ⓚ、Ⓛ：部屋の隅で「お集まり」をする。 

・Ⓖ、Ⓘ、Ⓜ：布団敷きをして、「お集まり」終了後、ご褒美シールの準備をする。 

 ○ Ⓓ、Ⓔ、Ⓙ、Ⓒ、Ⓝ、Ⓑ：ほとんど使用してない荷物を軽トラックに積み込む。 

 ○ Ⓐ、Ⓕ、ボランティア(全員)：ゲストナイト （～22：00迄とする。）  

 

・絵本 

・ご褒美シール 

20：30～ 

    

 

 

◎ 就 寝 

● おやすみの挨拶をして就寝する。 

 ○ Ⓖ、Ⓗ：和室1、2の就寝を促す。  ○ Ⓚ、Ⓘ：和室3、4の就寝を促す。 

 ○ Ⓛ、Ⓜ：和室5、6の就寝を促す。 

 ・園児が寝静まったら、明日使用する最低限の荷物と必要分のお茶を和室に残し、その 

他の物は、園児の帽子と一緒に第5研修室へ運ぶ。 

    21:15迄に就寝させる。 
 和室1、2：Ⓖ、   和室3、4：Ⓙ、   和室5、6：Ⓜ 

（和室の保育士が繁忙の場合は、裏方スタッフが支援して運ぶ。） 

〇 Ⓓ、Ⓔ、Ⓙ、Ⓒ、Ⓝ、Ⓑ：荷物積み込み。〇 Ⓐ、Ⓕ、ボランティア(全員)：ゲストナイ

トを行う。  

 

 

 

21：15～ 

21：40 

 

◎ 寝かしつけ、就寝準備 

 就寝部屋 寝かしつけ 就寝準備 

和室1､2 Ⓓ、Ⓔ Ⓖ、Ⓗ 

和室3､4 Ⓙ、Ⓝ Ⓚ、Ⓘ 

和室5､6 Ⓒ、Ⓑ Ⓛ、Ⓜ 

○ Ⓐ、Ⓕ、ボランティア(全員)： ゲストナイト   

・Ⓐ、Ⓕ 21:30にラウンドテーブルへ出席する。 

 

21：40～ 

   22：00 

 

◎ ラウンドテーブル (第5研修室) 

〇 Ⓐ、Ⓕ、Ⓙ、Ⓖ、Ⓘ、Ⓜ、Ⓓ、Ⓑ 

 ・現時点までの園児の現況、反省、問題点の協議をする。 

 ・表彰式についての打ち合わせと確認をする。 

 ・各クラス、表彰式での特別賞を与える園児を選考する。 

 ・第2日の日程を確認する。 

・園児の帽子をクラス毎に整える。 

・Ⓒは、ミニバンの鍵を翌朝迄に保管する。 

◎ 寝かしつけ、就寝準備 

就寝部屋 寝かしつけ 就寝準備 

和室1､2 Ⓗ、Ⓔ  

   

和室3､4 Ⓚ、Ⓝ  

和室5､6 Ⓛ、Ⓒ  

利用の宿泊棟   
 

 

・キャンプスタッフの仕事 

・帽子の篭(ドラゴン組、ペ

ガ サス組別) 

 

22：00～   ◎ 保育士就寝、就寝準備 

就寝部屋 就寝 就寝準備 

和室1､2 Ⓖ、Ⓞ Ⓕ 

和室3､4 Ⓚ、Ⓘ Ⓝ 

和室5､6 Ⓛ、Ⓜ Ⓒ 

利用の宿泊棟  Ⓐ、Ⓓ、Ⓙ、

Ⓑ、Ⓔ 

・Ⓔは、就寝準備後にビューラウンジから空のクーラーボックスを、第5研修室に置く。 

〇 他のスタッフ：各部屋で就寝する。 

・男子の女子トイレ利用はできるが、女子は男子トイレを利用しない。 

○ボランティア(全員)：ビューラウンジ利用は22:00迄とし、片付け後に就寝準備をする。 

 

・トイレに起きた園児は、気づきの保育士が世話する。男子はこの時だけ女子トイレ利用する。 

・水飲みしたい園児には、玄関の床面の所で水分補給をする。 

・就寝時の異常発生は、和室1､2はⒼへ、和室3､4はⒾへ、和室5,6は Ⓜに伝え、最後に Ⓐに連絡する。 

 →施設側へ連絡。状況によっては園に連絡して対応する。 

・ゲストナイト終了後、残

物を整理しクーラーボッ

クスは空箱にする。 

★これまでの活動状況から、最

優秀賞の園児の候補者を選

考する。 
※Ⓗ、Ⓚ、Ⓛは同じ部屋の各組

の保育士に伝える。 



12 
 

【第2日】 
5：30～ 

    6：00 

 

◎ スタッフ起床 (Ⓙ、Ⓓ、Ⓔ、Ⓑは、5：25迄に身支度をし、帰園の各車両に荷物を運ぶ) 

○ Ⓓ：和室1、2の世話をする。   〇 Ⓙ：和室3,4の世話をする。       

〇 Ⓑ：和室5、6の世話をする。   ☆ 表彰式会場を点検する。 

○ Ⓔ：つどいの広場に、活動のための荷物を運ぶ。 

〇 Ⓖ、Ⓗ、Ⓚ、Ⓘ、Ⓛ、Ⓜ、Ⓝ、Ⓒ、Ⓕ： 5:45迄に、Ⓐへ報告する。 

 保育士が部屋に戻り、洗顔などの身支度をした後に、自分の荷物を帰園時の車に運ぶ。

（ミニバンの鍵は、Ⓒが保管する。）  

 

6：00～ 

6：15 

 

 

 

 

 

 

◎ 園 児 起 床 

 ・スキンシップをはかり、爽やかに目覚めさせる。 

● 身支度                              

①布団片付け（施設のシーツを外して一カ所にまとめ、汚れたものにしておく。 

個人のおねしょマットをバッグに入れる。) 

②バッグの荷物の整理をする。 

③バッグからタオルを出し洗顔の準備をする。・6：15迄は部屋に留めて静粛にする。 

○ ボランティア(全員)：身支度をし、自分の荷物を、㋒、㋔、㋖、㋕は,自家車へ運び、

ボランティア(3名）は、講堂に置く。6：20に第5研修室へ移動する。 

○ Ⓓ、Ⓔ、Ⓝ、Ⓒ，Ⓑ： 6：20に第5研修室に移動する。 

 

6：15～ 

6：30 

 

◎ 排 泄、洗 顔、着替え 

● ①②グループ     ①洗面(第6研修室近くの洗面所) 

②排泄の世話をする。(和室5､6隣のトイレ)   女子トイレ：Ⓖ、Ⓗ、Ⓐ   

 ● ③④グループ 

①排泄の世話をする。(和室3､4隣のトイレ)   女子トイレ：Ⓚ、Ⓘ、Ⓙ 

 ②洗面の世話をする。(和室3､4隣の女子トイレの洗面所) 

 ● ⑤⑥グループ  

  ①排泄の世話をする。(和室5､6隣のトイレ)   女子トイレ：Ⓛ、Ⓜ、Ⓕ 

   ②洗面の世話をする。(第6研修室近くの洗面所)・排泄、洗顔は全員が揃っ 

てする。 

 ● 着替えを手伝う 

①今日の服装(ちゅうりっぷＴシャツ、半ズボン、靴下、ハンカチ)をパジャマの袋か

ら出して着替える。 

  ②パジャマは袋に入れて、バックに収納する。  (3) 名札をつける。 

 

6：30～ 

6：45 

 

◎ 園児の荷物移動 （部屋に残すものは、シーツのみとする) 

 ● 園児が自分のバックとリュックを講堂に運ぶ。 

○ Ⓖ、Ⓗ： ①、②グループ  ○ Ⓚ、Ⓘ： ③、④グループ 

○ Ⓛ、Ⓜ： ⑤、⑥グループ 

・ドラゴン組、ペガサス組に分けて荷物を椅子の上に置く。１座席に１人分のバッグとリ

ュックを組にして置く。（園児の荷物は入り口に近い後方に置く。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                ステージ側               

 

6：30～ 

6：55 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 掃 除 (6:30～6:55) 

・掃除担当者は、6:20に第5研修室に集合する。 

○Ⓓ(掃除チーフ)、Ⓙ、Ⓕ、Ⓑ、Ⓒ、Ⓝ、ボランティア(5名)：掃除担当 

・掃除担当者は必ず鍵を、Ⓓに戻し、ゴミはⒹが必ず回収し、自分の担当場所を

6:50迄に完了する。 

＜部屋114､116、ボランティア(1名)＞ 

①布団、毛布のたたみ方、正しい向き位置になっているか。（布団は表裏どちらかの柄に 

揃える。） 

②ハンガーの整理整頓をする。 

③窓の鍵を正しく施錠し、カーテンを帯止めする。 

④たたみ・床の掃除をする。 ⑤  ゴミ箱は新しいゴミ袋に替える。 

⑤シーツを講堂棟２階のシーツ返却室に返納し、電気を消す。 

  ⑥ゴミを持ち、Ⓓに部屋の鍵を渡して報告する。 

 

 

 

 

 
室内用具の収納説明図 

 

 

 

 

 

 

 
その他 

荷物置き 

(５列分) 

 

ﾄﾞﾗｺﾞﾝ組 

荷物置き 

ﾍﾟｶﾞｻｽ組 

荷物置き 

 

スタッフ

講師 
園 児 園 児 

※各部屋シーツ、布団等で汚れがある場合、部屋

入り口に置き、掃除チーフに伝え、掃除チーフ

は引継ぎ時に、ⒶかⒻに報告する。 
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6：30～ 

6：55 

 

 

 

 

 

 

 

＜部屋115（Ⓒ）＞  <部屋114､116>と同じ活動（①～⑥）をして、Ⓓに報告する。 

＜和室1､2 (Ⓙ)＞ 

  座卓を元の所に戻し、部屋の内・外側に貼ったグループマークの紙を剥がす。 

<部屋114､116>と同じ活動（①～⑥）をして、Ⓓに報告する。 

＜和室3､4 (Ⓝ)＞ 

  部屋の内・外側に貼ったグループマークの紙を剥がす。 

  <部屋114､116>と同じ活動（①～⑥）をして、Ⓓに報告する。 

＜和室5､6 (Ⓑ)＞ <和室3､4>と同じ活動（①～⑥）をして、Ⓓに報告する。 

＜宿泊棟１階、東側洗面所(部屋112隣)(Ⓕ)＞ ・使用用具は洗面所内にある。 

テーブル用雑巾を持って行き、軽く拭く。 Ⓓに報告する。 

＜第2､3研修室(ボランティア1名)＞ ・用具は研修室内にある。 

①床を掃いて、掃除ワイパーで拭く。 

②テーブル、椅子は元の位置に並べる。 

③窓の鍵をしっかり施錠し、電気を消す。 

④ごみを持参し、Ⓓに報告する。 

＜宿泊棟１階西側洗面所(部屋113隣、114隣)、ボランティア（1名）＞  

・洗面所内の用具を使用する。 

テーブル用雑巾で軽く拭き、Ⓓに報告する。 

＜第6研修室、ボランティア（1名）＞  ・研修室内の用具を使用する。 

①床を掃いて、掃除ワイパーで拭く。    ②テーブル、椅子を元の位置に戻す。 

③窓の鍵をしっかりと施錠し、電気を消す。 ④ごみを持参し、Ⓓに報告する。 

＜本館2階講堂前廊下､ボランティア（1名）)＞  ・研修室内の用具を使用する。 

①床を掃き、掃除ワイパーで拭く。  ②ごみを持ち、Ⓓに報告する。 

◎ 荷物移動 

・担当者全員の荷物移動、6:20迄に第5研修室に集合する。 

〇 Ⓔ、ボランティア(2名）：荷物担当をする。 

①外用ブルーシート、デッキ、メダル、園児の帽子(ドラゴン組、ペガサス組)、園児の

靴入れビニール袋、雑巾(４枚)を、第5研修室から講堂に運ぶ。 

 ・靴入れビニール袋と雑巾(４枚)は一緒に置く。 

②和室1、2.和室3､4の段ボールを剥がして、回収する。 

③残りの荷物を軽トラックに積む。 

 ・クーラーボックスの中が空になっているかを確認する。 

  〇 Ⓔ：和室1～6隣のトイレの雑巾を回収する。 6:50迄に役割を終了する。 

 

室内用具の収納説明図 

 

6：45～ 

    6：55 

 

◎ 移 動 

 ●グループ毎に、靴は上履きとなり、つどいの広場に移動する。 

 ・保育士、ボランティア(7名)、全員が参加する。 

 

 

7：00～ 

7：10 

 

◎ 朝のつどい (つどいの広場) 

 ● グループ毎に並ぶ。  ・を施設職員の指示に従う。 

 ○ グループチーフ：園児の前に立つ。 

 ○ 他のスタッフ：園児の後方に並ぶ。・保育士、ボランティア（7名）、全員参加する。 

 

 

7：10～ 

7：25 

◎ 移 動、朝食の準備 (手洗い、排泄したい園児の世話。) 

 ● 朝のつどい終了後、グループ毎に食堂へ移動する。 

 〇 Ⓐ、Ⓙ、Ⓕ、Ⓑ、Ⓒ、Ⓝ、ボランティア（7名）：つどい終了後、急いで食堂へ行き、

手洗い、消毒後に配膳する。    ☆ 分担毎に配膳する。 

○ Ⓒ：水道向いの踏み台を水道下に置き、手を洗って、消毒後に配膳する。 

○ Ⓖ、Ⓞ：つどい終了後、すぐに園児達(①②グループ)を食堂に移動させる。 

その後ろに③④グループ、⑤⑥グループと続き、グループチーフが速やかに移動する。 

● 手洗いが終了後、グループ毎に食堂に誘導する。 

 ・他団体がある時は、右から２つめ迄の水道を使う。他団体がない時は４つ全ての水

道を使う。状況により臨機応変に対応する。 

○ グループチーフ：手洗い、消毒をして並ばせる。  

 ○ Ⓔ：荷物の最終確認を、7：45迄に終了し、7：50から朝食をする。 

○ Ⓓ：部屋の点検を、7：45迄に終了し、7：50から朝食をする。 

＜掃除の点検事項＞ 

①布団・毛布のたたみ方、布団の柄統一と向きの確認をする。 

②ゴミ・塵埃等の処理をする。     ③掃除用ワイパーシートを交換する。 

④ゴミ箱を空にし、ゴミ袋に取り替え。 ⑤カーテンの帯止め、窓の鍵が施錠する。 

⑥ハンガーの個数、などを点検する。 

 

 

・消毒液 

※各部屋のシーツ、布団等で汚れたものがあ

った場合、部屋入り口に置く。掃除チーフ

にその旨を伝える。掃除チーフは引継ぎの

際に、ⒶかⒻに伝える。 
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7：25～ 

8：00 

 

◎ 朝 食 

 ●グループ毎に座り、配膳された園児から挨拶をして食べる。 

   ・園児の常用薬は、担任が飲ませる。 

○ グループチーフ：園児と一緒に食べる。 

 〇 グループチーフ以外のスタッフ：園児が食べ始めたら、各自で配膳して食べる。 

 〇 Ⓑボランティア(7名)：早めにご飯を食べてキャンプファイヤーの燃えカスの片付け

をする。8：25迄に終了して講堂に戻る。  

・食事した園児の食器から、Ⓐ、Ⓕ、Ⓙが片付ける。園児は座ったままにする。 

 （Ⓐ、Ⓕ、Ⓙは、最後に食事する。） 

 

8：00 ◎ ごちそうさま   

   ･ 8:00迄に食事ができない園児は、「ごちそうさま」の時点までに終了させる。 

● 全員の食事後、「ごちそうさま」をしてクラス毎に排泄の世話をする。 

  ○ Ⓛ、Ⓒ、Ⓝ（Ⓓ：すべての園児が食事後に食器を片付け、Ⓓ、Ⓔ以外は8：10迄に

食堂を退出する。      

 

8：10～ 

8：30 

 

◎ 排泄 (体育館トイ利用レ) 

 ● 全員を体育館女子トイレで排泄させる。 

 ○ Ⓖ、Ⓘ、Ⓜ、Ⓗ：園児の世話をする。 

 ○ Ⓐ、Ⓕ、Ⓙ、Ⓓ、Ⓔ：部屋の掃除、鍵を預かり食堂で運搬の引き継ぎをする。 

 ○ Ⓛ、Ⓒ、Ⓝ、Ⓚ：8:25迄に講堂で待機する。 

・Ⓒは玄関に移動時、園児の靴入れビニール袋セットと雑巾４枚を講堂から移動する。 

○ Ⓑ、ボランティア（全員）：営火場の片付け後、8:25迄に講堂で待機する。 

 

8：30～ 

9：20 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 活 動 

○ Ⓖ、Ⓘ、Ⓜ、Ⓗ：園児の世話をする。  ○ Ⓓ、Ⓔ：軽トラックで帰園する。 

○ Ⓐ、Ⓕ：部屋の総点検をする。     ○ Ⓙ：裏方の支援をする。 

 ○ Ⓑ、Ⓒ、Ⓝ：園児の靴を移動する。 

＜手 順＞ 

①ビニール袋と靴の名前を確認して袋に１足ずつ入れる 

② 2つの袋をペアで縛る。 

③１人分できたらⒷが確認し、点検をした園児の靴をクラス毎に分ける。 

 ④(1)～(3)を、全員分を繰り返して行う。 

⑤靴箱マーク、新聞紙、ビニール等を剥がして、ゴミ袋に入れる。 

⑥使用した軽トラックを水拭きする。 

⑦全修了後、わんぱく広場の靴置き場にクラス毎に、名前が見えるように置く。 

 ・手順(1)(2)を、Ⓝは(①②グループの靴)、 Ⓑは(③④グループの靴)、 

Ⓒは(⑤⑥グループの靴)を担当する。 

 ・手順(7)はⒷ、Ⓝはドラゴン組の靴、Ⓒは ペガサス組の靴を担当する。 

 ・Ⓛ、ボランティア(2名）：9:20迄に駐車場の世話をし、わんぱく広場に行く。 

＜8:30～9:00＞ 園児の荷物を移動する 

〇 Ⓚ(チーフ)、ボランティア（2名）：ドラゴンの荷物を運ぶ。 

Ⓚは外用ブルーシートを持ち、各自の荷物も運ぶ。 

○ ボランティア（3名）：ペガサス組の荷物と、各自の荷物も運ぶ。 

・ボランティア（4名）は、各園児の荷物運搬後に、講堂からデッキ、メダル、園児の帽

子(ドラゴン組、ペガサス組）を、わんぱく広場に運ぶ。 

・わんぱく広場の隅に外用ブルーシートを敷き、園児の荷物(バッグとリュック)を講堂

からわんぱく広場に運び、クラス毎に置く。 ・クラス毎に置くときは、バッグの名

前とリュックの名前を確認し、バッグの上にリュックを置く。 

 ・Ⓚは、ドラゴン組、ペガサス組の荷物を1人分ずつ確認の後、講堂に忘れ物がないかを

最終確認し、ⒶとⒻに報告する。 

 ◎ 次年度開催月日の仮予約を、施設職員と調整する。 

＜荷物運び終了後～9:20＞ 

○ ボランティア(全員)：講師の「キャンプ生活技能」講話を聴く。 

＜活動に必要な物＞ 

・段ボールに紐を通したもの

(５) 

・クイズの紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・外用ブルーシート 

◎ 排 泄、移動 (わんぱく広場) 

 ● 第6研修室周辺のトイレ(ドラゴン組)と和室5、第6研修室隣のトイレ(ペガサス組)

で排泄する。全員、女子トイレで排泄する。 

○ Ⓖ、Ⓗ：ドラゴン組    ○ Ⓘ、Ⓜ：ペガサス組 

● 全員の排泄修了後、9:20迄にわんぱく広場へ移動する。 

〇 Ⓐ、Ⓕ：全体の統括を行う。 
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9：20～ 

    9：30 

 

◎整列 （わんぱく広場） 

 ・クラス毎に２列縦隊に並び、着帽する。          ＜駐車場側＞ 

 

 

 

 

 

                           道 

 

                           路 
 

 

 

 

 

 

＜施設棟側＞ 

・園児の帽子 

9：30～   

   10：00 

 

◎ 表 彰 式 (わんぱく広場) 

 (1)開会の言葉『令和元年度、幼児実験キャンプの表彰式をはじめます。』 (Ⓕ) 

 (2)歌「大きなうた」 (Ⓘ)     (3)野営長(園長)の言葉 (Ⓐ) 

 (4)講 評 (講師) ・事前に講師へ依頼する。 

 (5)メダル表彰 介添えをする(Ⓕ)  デジカメ撮影をする(Ⓑ） 

    ペガサス組→ドラゴン組→最優秀賞→講師 

  ・ドラゴン組は1人ずつメダルを受領後に、園長Ⓐと担任の３人で写真を撮る。 

  ・最優秀の園児は園長Ⓐ、担任、園児とその保護者で写真を撮る。 

 (6)グループリーダーからボランティア、講師への「ありがとう」を述べる。 

  ・Ⓖはグループリーダーをボランティア父の前に並ぶように誘導する。 

 (7)閉会の言葉『令和元年度、幼児実験キャンプ表彰式をおわります。』 (Ⓕ) 

 ● 写真撮影をする（保護者も一緒にクラス毎の写真撮影(ペガサス組、ドラゴン組) 

①ペガサス組から写真撮り。前に園児、後ろに保護者が並ぶ。(Ⓘ) 写真撮影者(Ⓑ） 

②ペガサス組の親は園児を迎えに行き→外履きのペアの袋と園児の荷物を持ち帰るよう

に促す。(Ⓘ)   

③ドラゴン組はペガサス組が撮影中に、園児、保護者の順に並び、ペガサス組の終了後

に写真を撮る。Ⓖ)  写真撮影者 Ⓑ) 

④ドラゴン組の親は園児を迎えに行き→外履きのペアの袋と園児の荷物を持ち帰るよう

に促す。Ⓖ) 

 ○ Ⓕ：写真撮影前後に、園児の靴と荷物を持ち帰るように放送する。 

○ Ⓙ：動かない親に園児を迎えに行き→親は外履きのペアの袋と園児の荷物を持ち帰

るように案内する。                     

○ Ⓛ、Ⓒ、Ⓝ、Ⓚ：表彰式に参加。写真撮影後に帰園できるように片付ける。 

・メダル(51個) 

 ※ 園児 49 

 ※ 講師 １ 

 ※ Ⓐ １ 

・最優秀賞メダル（2個） 

  

・デジカメ 

・デッキ 

・荷物置き用ブルーシート 

・「ありがとう」プレゼント 

10：00 ◎ 園児キャンプ場現地にて解散 

 ● 園児は保護者と一緒に帰る。  ○ Ⓐ、Ⓕ：チェックアウトに立ち会う。 

 ○ グループチーフ、Ⓒ： 荷物置きのブルーシート、デッキ、その他残っている荷物を

ミニバンに積み込み、Ⓒが運転して帰園する。 

・忘れ物の有無を確認し、Ⓜが最終確認をする。 

○ Ⓑ、Ⓙ、Ⓝ：Ⓑの車で、帰園する。 

 

園児は、保護者と行動する 

現地解散をする 

 

10：15 ◎ スタッフ出発      ・スタッフ全員はキャンプ施設を出発して、帰園する。  

12：00 ◎ 反省会、片付け 

○ Ⓐ、Ⓕ、Ⓙ、Ⓜ、Ⓖ、Ⓘ：ⒶとⒻが帰園後に、反省会をする。 

 ○ 他のスタッフ： 使用した用具等の片付け。 

 【片付け】①チーフ帯、雑巾の洗濯。 ②外用ブルーシートを拭く。 

③ 物品の振り分け整理する。  ④軽トラへゴミの積み込んで保管する。 

〇 スタッフ全員が解散する。  お疲れさまでした！！ 
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